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長崎県五島列島福江島のグンバイヒルガオの記録
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Record of Ipomoea pes-caprae (L.) Sweet in Fukue Island, Goto Islands, Nagasaki Prefecture
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は じ め に

グンバイヒルガオ Ipomoea pes-caprae (L.) Sweet は，
熱帯から亜熱帯の海浜に生育し，海流散布植物として
知られている（中西2008）．日本では琉球列島から九
州南部，四国南部，紀伊半島南部まで北上分布してお
り，最近は南日本で越冬したり，越冬した個体が花を
咲かせる例がある（中西2011）．長崎県においては，
佐世保市宇久島，西海市松島，長崎市高浜で越冬した
と考えられ（中西2011），五島市頓泊と長崎市西出津
町砥石浜で，また2015年には西海市においてグンバイ
ヒルガオが開花した（中西2016）．五島列島福江島で
は頓泊に続き，2021年7月五島市玉の浦町大宝にてグ
ンバイヒルガオの開花とその後の越冬を観察できたた
め，その記録を報告する．

調 査 方 法

2021年4月25日から2022年3月5日まで，ほぼ1週
間ごとに観察，計測を実施した．4月25日に発見した
グンバイヒルガオの中で最も長いつるを計測の対象と
定め，根元からつるの先までを巻き尺によって計測し
た．開花数は各観察日の午前中に観察した数である．

結果及び考察

グンバイヒルガオの発見と開花まで
グンバイヒルガオを発見した場所は長崎県五島市玉

の浦町大宝（32°60’N，128°66‘Ｅ）である．2021
年4月25日，砂礫の海岸の防波堤近く，高潮線のごみ
が堆積し数種類の植物が生育しているそばに26本の実
生個体を確認した．この26本は大きく2カ所に分かれ
てつるを出しており，防波堤により近い部分に21本，
そこから1．5m海に近寄った部分に5本が認められた．

茎の長さは最長のもので22cmあり，地を匍匐してい
た．他の植物の日陰で発芽したものの中で最長の茎は
6cmで，匍匐せず直立していた．グンバイヒルガオ
以外の植物はハマヒルガオCalystegia soldanella，ハ
マダイコンRaphanus sativus L. var. hortensis Backer
f. raphanistroides Makino，ハマエンドウLathyrus ja-
ponicus，ツルナTetragonia tetragonioides，シロバナ
センダングサBidens pilosa var. minor が観察できた．
最初の開花を確認できたのは2021年7月4日であり，

1個開花した．この時のつるの長さは3．02mであっ
た．7月10日に10個，7月11日10個，7月17日13個，
7月24日10個，7月25日7個，7月31日9個，8月7
日2個，8月9日1個，8月16日0個，8月21日1個
の開花を確認した．約8週間の花期の期間中，11回の
観察で確認できた開花数は64個であった（図1）．10
月下旬には，つるの長さは13．9mになり，6月と7
月が最も成長率がよく，ついで9月10月の成長率がよ
かった（図2）．つるの伸長，開花数に与える気候条
件を調べるため，気温や降水量，日照時間との関係を
グラフに示した（図3）．開花は最高気温が29℃，最
低気温が20℃以上になった翌週から観察でき，つるの
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図1．開花したグンバイヒルガオ
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成長率も同じ条件で最も高くなった．また，有意では
ないものの，つるの成長率が高いときに開花数が多く
なる傾向がみられた（r＝0．747，P＝0．0536，ピアソ
ンの積率相関係数）．福江島では複数の海岸でグンバ
イヒルガオの発芽が観察されてきたが，過去に開花の
報告がなされたのは1件のみである（中西2016）．今
回の五島市玉之浦町大宝での開花は，今夏大きな台風
がこなかったことが大きく寄与していると考えられる．

結実について
結実については，1個のごく小さな果実がつるから

落ちていたが，果実の径が0．8cmしかなく，切開す
ると中の部屋は通常，稜によって4つの部屋に分かれ，
それぞれに1個の種子が入る（中西2018）が，この
果実は部屋が2つに分かれ，1部屋のみに長さ0．4cm
の種子が1つ入っていた．果実として成熟できず落ち
たものと思われた．正常な果実形成に至らなかったの

図2．1日あたりのつるの平均伸長

図3．グンバイヒルガオの開花数とつるの長さ，気温，日照時間，雨量との関係
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図4．グンバイヒルガオの根茎

は，定着したグンバイヒルガオが1株から成長したも
のであり，自家不和合性を示した結果と考えられる．

開花後の越冬
開花後のグンバイヒルガオは11月後半から黄色い葉

が目立ち始めていたが，越冬することができた．防波
堤に近い株の根元は木化しており，直径およそ1．5cm
（図4）あった．高波に浸食されることがなければ今
後も定着できるものと思われる．つるはカーペット状
に126．56㎡（11．3m×11．2m）にわたって広がってい
る．これまでの福江島内でのグンバイヒルガオは開花
後の越冬を確認できなかったが，今回の個体は台風や
暴風による高潮の浸食を受けることがなく，冬の間の
気温がグンバイヒルガオの生育に影響を及ぼすほど低
くはなかったため越冬できたものと考えられる．
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